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Ideas for Japanese-Language Classrooms

目
もく
的
てき

教
きょう

室
しつ

に変
へん

化
か
を与

あた
え、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

が授
じゅ

業
ぎょう

を楽
たの

しめる

要
よう

素
そ
を増

ふ
やすこと

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ

級
きゅう

～上
じょう

級
きゅう

クラスの人
にん
数
ずう

人
にん

数
ずう

によって適
てき

切
せつ

な方
ほう

法
ほう

を選
えら

ぶ

テーマ 教
きょう
室
しつ
を楽

たの
しくする工

く
夫
ふ う

－指
し
名
め い
やグループ作

づ く
り－

2）教
きょう
師
し
が誰

だれ
にあてるか決

き
めない偶

ぐう
然
ぜん
による指

し
名
めい

◆ペア作
づ く
りの方

ほ う
法
ほう

今
こん

度
ど
はペアを作

つく
る方

ほう
法
ほう

を考
かんが

えてみましょう。
まず、割

わ
りばしやストロー、つまようじなど、「くじ」に

なるものを用
よう

意
い
します。同

おな
じものがたくさん準

じゅん
備
び
できる

ものだったら何
なん

でもいいです。そして、赤
あか

2つ、青
あお

2つ、緑
みどり

2つ
など同

おな
じ色

いろ
のもの、あるいは同

おな
じ数

すう
字
じ
や同

おな
じ文

も
字
じ
、同

おな
じ

ことばを書
か
いたものなどを2つずつ作

つく
っておきます。

教
きょう

室
しつ

では、それを
1つずつ学

がく
習
しゅう

者
しゃ

に
選
えら

ばせます。自
じ
分
ぶん

と
同
おな

じものを引
ひ
いた

人
ひと

がペアの相
あい

手
て
に

なります。

学
が く
習
しゅう
が進

すす
んでクラスの雰

ふん
囲

い
気

き
に慣

な
れてくると、

毎
まい
回
かい
の授

じゅ
業
ぎょう
の中

なか
のちょっとした変

へん
化

か
が楽

たの
しさに

つながることがあります。今
こ ん
回
かい
は、授

じゅ
業
ぎょう
でよく

行
おこな
う「指

し
名
め い
」と「ペアやグループ作

づ く
り」の工

く
夫
ふ う
を

紹
しょう
介
かい
します。

◆指
し
名
め い
の方

ほ う
法
ほう

みなさんは、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

を指
し
名
めい

する（あてる）とき、どのように
して決

き
めていますか。手

て
をあげた学

がく
習
しゅう

者
しゃ

をさすという方
ほう

法
ほう

がありますが、教
きょう

師
し
が主

しゅ
導
どう

で、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

を指
し
名
めい

する方
ほう

法
ほう

も
ありますね。指

し
名
めい

を受
う
ける方

ほう
の学

がく
習
しゅう

者
しゃ

は、自
じ
分
ぶん

があたるか
どうか、どきどきしながら待

ま
っているかもしれません。

2008年
ねん

度
ど
海
かい

外
がい

日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
長
ちょう

期
き
研
けん

修
しゅう

のあるクラスの
皆
みな

さんに、指
し
名
めい

方
ほう

法
ほう

について聞
き
いたところ、次

つぎ
のような

方
ほう

法
ほう

があがりました。
席
せき

の順
じゅん

番
ばん

、リストを見
み
てアトランダムに、ぼーっと

している人
ひと

、おしゃべりしている人
ひと

、宿
しゅく

題
だい

を忘
わす

れた人
ひと

、
わかっていないかもしれない人

ひと
、……など

その他
ほか

、あてられた学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が、次
つぎ

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

を指
し
名
めい

する
というアイディアも出

で
ました。

名
な
前
まえ

や番
ばん

号
ごう

を言
い
って指

し
名
めい
したり、席

せき
の順

じゅん
番
ばん

であてたりする
方
ほう

法
ほう

は、手
て
間
ま
や時

じ
間
かん

がかからないというメリットが
ありますが、いつも同

おな
じ方

ほう
法
ほう

ではなく、いろいろな方
ほう

法
ほう

を
とってみることは、授

じゅ
業
ぎょう

に変
へん

化
か
を与

あた
えるきっかけとなる

でしょう。日
に
本
ほん

語
ご
を使

つか
って指

し
名
めい

する場
ば
合
あい

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ
分
ぶん

に
あたるかどうか注

ちゅう
目
もく
しているので、聞

き
くことに集

しゅう
中
ちゅう

できて
いる状

じょう
態
たい

とも言
い
えます。そこで、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

がスリルと楽
たの

しさを
味
あじ

わえると同
どう

時
じ
に、総

そう
合
ごう

的
てき

な日
に
本
ほん

語
ご
や日

に
本
ほん

文
ぶん

化
か
の学

がく
習
しゅう

に
なるようなアイディアを次

つぎ
に紹

しょう
介
かい

します。

1）教
きょう
師
し
があてる人

ひと
を決

き
めている場

ば
合
あい

①さいころを使
つか
って出

で
た目

め
の数

かず
の番

ばん
号
ごう
の人

ひと

さいころ2個
こ
で12人

にん
、5個

こ
で30人

にん
まで指

し
名
めい

ができます。
みんなから見

み
える大

おお
きいさいころを使

つか
ったり、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

に
さいころをふってもらったりすると楽

たの
しさが増

ま
すでしょう。

②人
ひと
を選

えら
ぶときに歌

うた
う“わらべ歌

うた
”注）で決

き
める

次
つぎ

の歌
うた

を歌
うた

いながら（下
か
線
せん

の部
ぶ
分
ぶん

を1拍
ぱく

のリズムで歌
うた

う）、
座
ざ
席
せき

の順
じゅん

番
ばん

に1人
り
ずつ指

ゆび
でさしていき、歌

うた
が終

お
わった人

ひと
の

ところで、さされた人
ひと

があたる。（28番
ばん

目
め
の人

ひと
があたる例

れい
）

歌
うた

：だ れ に し よ う か な、 て ん
の か み さ ま の い う と お り、
てっ ぽう うっ て どん どん どん

（誰
だれ

にしようかな、天
てん

の神
かみ

様
さま

の言
い
う通

とお
り、鉄

てっ
砲
ぽう

撃
う
ってどんどんどん）

注）わらべ歌
うた

：昔
むかし

から伝
つた

えられている子
こ
供
ども

が遊
あそ

ぶときに
歌
うた

う、リズムのよい歌
うた

。歌
うた

の歌
か
詞
し
は、地

ち
方
ほう

や年
ねん

代
だい

に
よって違

ちが
いがあることが多

おお
い。

どんどんヒントを加
くわ

えていきます）……スポーツが
大
だい

好
す
きで、昼

ひる
休
やす

みにバレーボールをやっている男
だん

性
せい

② 名
な
前
まえ
や学

がく
生
せい
番
ばん
号
ごう
を説

せつ
明
めい
文
ぶん
に利

り
用
よう
する

例
れい

）1年
ねん

の最
さい

後
ご
の月

つき
の数

すう
字
じ
（12）に5を足

た
して、クラスの

人
にん

数
ずう

（15）をひいた番
ばん

号
ごう

の人
ひと

（2番
ばん

の人
ひと

）

① その学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の特

とく
徴
ちょう
（体

からだ
の特

とく
徴
ちょう
、洋

よう
服
ふく
、趣

しゅ
味
み
、出

しゅっ
身
しん
地
ち
など）

を説
せつ
明
めい
する文

ぶん
を聞

き
かせる

例
れい

）めがねをかけていて、水
みず

色
いろ

、黄
き
色
いろ

、黒
くろ

、緑
みどり

色
いろ

の線
せん

の
入
はい
ったシャツをきている人、（まだ特

とく
定
てい

できなかったら、

ひと



この他
ほか

にも、次
つぎ

のような方
ほう

法
ほう

もあります。
はじめに全

ぜん
部
ぶ
の机

つくえ
かイスの下

した
に、A、B、C、D…など

分
わ
けたい数

かず
だけのグループ名

めい
を書

か
いた紙

かみ
を1枚

まい
1枚

まい
貼
は
って

おきます。授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

に学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に自
じ
分
ぶん

の机
つくえ

の下
した

かイスの下
した

に
ある紙

かみ
を見

み
るように指

し
示
じ
します。学

がく
習
しゅう

者
しゃ

はその紙
かみ

に
書
か
かれているグループのとおりに分

わ
かれるというやり方

かた

です。準
じゅん

備
び
は、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

が教
きょう

室
しつ

に来
く
る前

まえ
にしておくように

しましょう。
また、ペア作

づく
りで紹

しょう
介
かい

したくじ引
び
きを応

おう
用
よう

して、たとえば
5人

にん
で1つのグループを作

つく
りたいときに、くじの1つ1つに

ひらがな1文
も
字
じ
を書

か
いておいて、「あ」「い」「う」「え」

「お」を選
えら

んだ5人
にん

が1つのグループ、か行
ぎょう

を選
えら

んだ5人
にん

が
別
べつ

のグループという方
ほう

法
ほう

もあります。
（2008年

ねん
度
ど
長
ちょう

期
き
研
けん

修
しゅう

生
せい

フィリピンのMさんのアイディア）

指
し
名
めい

やグループ作
づく

りを工
く
夫
ふう

すると、手
て
間
ま
や時

じ
間
かん

がかかる
というデメリットがあります。でも、授

じゅ
業
ぎょう

の時
じ
間
かん

全
ぜん

体
たい

を
日
に
本
ほん

語
ご
で楽

たの
しくコミュニケーションする時

じ
間
かん

と考
かんが

えると、
指
し
名
めい

するときやペア／グループを作
つく

るときも、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が
偶
ぐう

然
ぜん

の要
よう

素
そ
やゲーム的

てき
な要

よう
素
そ
を楽

たの
しんだり、総

そう
合
ごう

的
てき

に
日
に
本
ほん

語
ご
や日

に
本
ほん

文
ぶん

化
か
を学

まな
んだりすることができるチャンス

と言
い
えるでしょう。また、ペアやグループが変

か
わること

によって、インフォメーションギャップができたり、
新
あたら

しい相
あい

手
て
について知

し
りたいという動

どう
機
き
づけになったり

して、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にいい意
い
味
み
での緊

きん
張
ちょう

感
かん

が生
う
まれ、その後

ご
の

クラス活
かつ

動
どう

にもよい影
えい

響
きょう

を与
あた

えることも期
き
待
たい

できます。
指
し
名
めい

したりペア／グループ作
づく

りをしたりするときに、
一
ひと

工
く
夫
ふう

してみてはいかがですか。
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ペア作
づく

りをすることが主
しゅ

目
もく

的
てき

ですが、このように
ちょっとした遊

あそ
び心

ごころ
を加

くわ
えるだけで、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

が興
きょう

味
み
を

持
も
って活

かつ
動
どう

に参
さん

加
か
するきっかけになります。

人
にん

数
ずう

の多
おお

いクラスでは、全
ぜん

員
いん

でくじ引
び
きするのは一

ひと
苦
く
労
ろう

ですし、時
じ
間
かん

がかかって大
たい

変
へん

でしょう。でも、もしも
ペア練

れん
習
しゅう

をいつも何
なん

となく隣
となり

の人
ひと

同
どう

士
し
でさせていた場

ば
合
あい

には、たとえば、前
ぜん

後
ご
の人

ひと
同
どう

士
し
をペアにしてみたり、

いつもとはちがう席
せき

に座
すわ

らせたりしてみると、今
いま

までとは
ちょっとちがった変

へん
化
か
が生

う
まれるでしょう。

◆グループ作
づ く
りの方

ほ う
法
ほう

次
つぎ

に、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

を分
わ
けていくつかのグループを作

つく
るための

方
ほう

法
ほう

を紹
しょう

介
かい

しましょう。
2つのグループを作

つく
りたいときに、日

に
本
ほん

の子
こ
どもたちは

「グーパー」という方
ほう

法
ほう

を取
と
ることがあります。

皆
みな

さん、ジャンケンは知
し
っていますね。ジャンケンの

中
なか

でグー（石
いし

）とパー（紙
かみ

）だけを使
つか

います。

クラスの人
にん

数
ずう

が多
おお

いときは、隣
とな

りの人
ひと

同
どう

士
し
でグーパーを

して、グー組
ぐみ

とパー組
ぐみ

に分
わ
かれるようにしてもいいでしょう。

では今
こん

度
ど
は、グループを3つ、4つ、5つ…と作

つく
りたい

ときの方
ほう

法
ほう

を見
み
ます。

日
に
本
ほん

の子
こ
どもたちが何

なに
かを決

き
めるときに使

つか
う方

ほう
法
ほう

に
「あみだくじ」というものがあります。

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：有

あり
馬
ま
淳
じゅん

一
いち

（日
に
本
ほん

語
ご
試
し
験
けん

センター研
けん

究
きゅう

員
いん

）、木
き
田
だ
真
ま
理
り
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し
）

読
どく

者
しゃ

のみなさんからのアイディア、成
せい

功
こう

例
れい

、失
しっ

敗
ぱい

談
だん

などぜひお寄
よ
せください。

授
じゅ
業

ぎょう
のヒント

⑤ 1人
り
1人

り
順
じゅん
番
ばん
に、スタートから線

せん
をたどって、ゴール

に向
む
かって進

すす
む。途

と
中
ちゅう
で横

よこ
の線

せん
があったら、必

かなら
ず

曲
ま
がらなければならない。

⑥ 全
ぜん
員
いん
が終

お
わったら、ゴールに書

か
いてあるグループの

名
な
前
まえ
（記

き
号
ごう
）にしたがって分

わ
かれる。

グーパーのやり方
かた

① 全
ぜん
員
いん
が向

む
かい合

あ
う。

② 片
かた
手
て
をグーの形

かたち
にして前

まえ
に構

かま
えながら、大

おお
きな声

こえ
で

「グー、パー、ジャン」と言
い
う。

③ 言
い
い終

お
わると同

どう
時
じ
に、構

かま
えた手

て
をさらに前

まえ
に出

だ
す。

このとき、出
だ
す手

て
はグーかパーのどちらかだけ。

④ 半
はん
分
ぶん
の人

にん
数
ずう
に分

わ
かれるまで②と③を繰

く
り返

かえ
す。

あみだくじのやり方
かた

① 紙
かみ
や黒

こく
板
ばん
に、クラスの人

にん
数
ずう
分
ぶん
だけ縦

たて
にまっすぐ線

せん
を

引
ひ
く。

② 線
せん
の一

いち
番
ばん
下
した
に、グループの名

な
前
まえ
を書

か
く。たとえば、

3つのグループ（A、B、C）を作
つく
りたいときには、

右
みぎ
上
うえ
の絵

え
のように、書

か
く。縦

たて
の線

せん
の上

うえ
がスタートで、

下
した
がゴールになる。

③ 縦
たて
に並

なら
んだ線

せん
と線

せん
の間

あいだ
に、横

よこ
に線

せん
を書

か
き加

くわ
える。

これによって、誰
だれ
がどのグループになるかが決

き
まる

ので、横
よこ
の線

せん
は何

なん
本
ぼん
でも好

す
きなだけ、書

か
き加

くわ
える。

④ 全
ぜん
員
いん
がスタートの線

せん
（縦

たて
の線

せん
の上

うえ
）をどれか1つ

選
えら
ぶ。2つ以

い
上
じょう
選
えら
んではいけない。

ひと ひと
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このコーナーでは、新
しん
聞
ぶん
･雑

ざっ
誌
し
の記

き
事
じ
を通

とお
して現

げん
代
だい
日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
の紹

しょう
介
かい
をするとともに、日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
える先

せん
生
せい
方
がた
が新

しん
聞
ぶん
･

雑
ざっ
誌
し
の記

き
事
じ
などの生

なま
教
きょう
材
ざい
をどうやって教

きょう
材
ざい
化
か
し、中

ちゅう
･上

じょう
級
きゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
にどう活

かつ
用
よう
できるかを提

てい
案
あん
していきます。

今
こん
回
かい
はケータイ小

しょう
説
せつ
に関

かん
する記

き
事
じ
を取

と
り上

あ
げ、実

じっ
際
さい
の教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
の流

なが
れにそって質

しつ
問
もん
と記

き
事
じ
を提

てい
示
じ
しました。

「読
よ
む前

まえ
に」の部

ぶ
分
ぶん
は、記

き
事
じ
に関

かん
する背

はい
景
けい
情
じょう
報
ほう
を提

てい
供
きょう
することで、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
がいきなり記

き
事
じ
を読

よ
むのではなく、

読
よ
む準

じゅん
備
び
ができるようにすることを目

もく
的
てき
にしています。「読

よ
む前

まえ
に」の質

しつ
問
もん
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が話

わ
題
だい
に関

かん
してどんな情

じょう
報
ほう
や

イメージを持
も
っているかを引

ひ
き出

だ
したり話

はな
し合

あ
ったりすることで、記

き
事
じ
を読

よ
む意

い
欲
よく
を高

たか
めることを狙

ねら
っています。

「読
よ
もう」の部

ぶ
分
ぶん
は、ざっと目

め
を通

とお
して大

たい
意
い
を把

は
握
あく
したりキーワードを取

と
り出

だ
したりする大

おお
まかな読

よ
み方

かた
や、

表
ひょう
現
げん
や構

こう
文
ぶん
を押

お
さえて読

よ
む精

せい
密
みつ
な読

よ
み方

かた
が含

ふく
まれます。この部

ぶ
分
ぶん
の質

しつ
問
もん
は、読

よ
み進

すす
めていく過

か
程
てい
で必

ひつ
要
よう
なストラ

テジーの意
い
識
しき
化
か
を狙

ねら
っています。

「読
よ
んだ後

あと
で」の質

しつ
問
もん
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が読

よ
んだ記

き
事
じ
の内

ない
容
よう
を整

せい
理
り
し、自

じ
分
ぶん
の頭

あたま
の中

なか
に作

つく
り上

あ
げたイメージを表

ひょう
現
げん

したり記
き
事
じ
への反

はん
応
のう
を他

ほか
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
と交

こう
換
かん
したりできるようにすることを目

もく
的
てき
にしています。

電
でん

車
しゃ

内
ない

でじっと携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ
の画

が
面
めん

を見
み
つめる若

わか
者
もの

。

手
て
は全

まった
く動

うご
いていません。メールのやり取

と
りをして

いるのでも携
けい

帯
たい

ゲームをしているのでもなさそうです。

携
けい

帯
たい

コミックを読
よ
んでいるのでしょうか。いや、どうも

ケータイ小
しょう

説
せつ

を読
よ
んでいるようです。･･･このような

光
こう

景
けい

は日
に

本
ほん

の通
つう

勤
きん

･通
つう

学
がく

の電
でん

車
しや

内
ない

で日
にち

常
じょう

的
てき

に

見
み
かけられるようになってきています。

このケータイ小
しょう

説
せつ

は、6年
ねん

程
ほど

前
まえ

に登
とう

場
じょう

し、特
とく

に

2007年
ねん

には文
ぶん

芸
げい

作
さく

品
ひん

のベストセラー上
じょう

位
い
を独

どく
占
せん

し、

活
かつ

字
じ
離
ばな

れと言
い
われる時

じ
代
だい

にあって注
ちゅう

目
もく
を浴

あ
びました。

その中
なか

でも、『恋
こい

空
ぞら

』という作
さく

品
ひん

は書
しょ

籍
せき

化
か
され200万

まん
部
ぶ

以
い
上
じょう

売
う
り上

あ
げ、その人

にん
気
き
を受

う
けてその後

ご
映
えい

画
が
化
か
もされ、

昨
さく

年
ねん

はテレビドラマとしても放
ほう

送
そう

されました。また、

『源
げん

氏
じ
物
もの

語
がたり

』の現
げん

代
だい

語
ご
訳
やく

でも知
し
られる作

さっ
家
か
の瀬

せ
戸
と
内
うち

寂
じゃく

聴
ちょう

さんも昨
さく

年
ねん

「ぱーぷる」というペンネームで

『源
げん

氏
じ
』をモチーフにしたケータイ小

しょう
説
せつ

を書
か
き

話
わ
題
だい

になりました。

ケータイ小
しょう

説
せつ

の特
とく

徴
ちょう

として、恋
れん

愛
あい

や学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

が

テーマのものが多
おお

いこと、読
どく

者
しゃ

は10代
だい

後
こう

半
はん

から

20代
だい

にいたる女
じょ

性
せい

が圧
あっ

倒
とう

的
てき

に多
おお

いこと、作
さく

者
しゃ
も読

どく
者
しゃ
と

同
おな

じようにほとんどが素
しろ

人
うと

であること、若
わか

者
もの

が日
にち

常
じょう

話
はな

すような言
こと

葉
ば
で書

か
かれていること、読

どく
者
しゃ
とのやり取

と
り

が作
さく

品
ひん

に反
はん

映
えい

されやすいこと、等
など

が挙
あ
げられます。

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ
を使

つか
って作

さく
品
ひん

を書
か
き作

さく
品
ひん

を読
よ
むこのような

ケータイ小
しょう

説
せつ

について、表
ひょう

現
げん

が稚
ち
拙
せつ

で内
ない

容
よう

も単
たん

調
ちょう

で

文
ぶん

学
がく

作
さく

品
ひん
と呼

よ
べないという否

ひ
定
てい

的
てき

な意
い
見
けん

から、若
わか

者
もの

の

活
かつ

字
じ
離
ばな

れに歯
は
止
ど
めがかかり文

ぶん
学
がく

作
さく

品
ひん
としても今

いま
までに

ない新
あたら

しいスタイルが現
あら

われる可
か
能
のう

性
せい

を秘
ひ
めている

という肯
こう

定
てい

的
てき

な意
い
見
けん

まで、様
さま ざ々ま

な意
い
見
けん

があります。

今
こん

後
ご

一
ひと

つのジャンルとして確
かく

立
りつ

され定
てい

着
ちゃく

して

いくのかどうか、書
か
き手

て
は何

なに
を思

おも
い書

か
いているのか、

今
こん

回
かい

は、書
か
き手

て
の一

ひと
人
り
、第

だい
1回

かい
日
に
本
ほん

ケータイ小
しょう

説
せつ

大
たい

賞
しょう

受
じゅ

賞
しょう

者
しゃ

の十
と
和
わ
さんが書

か
いた記

き
事
じ
を読

よ
んでみましょう。

質
しつ
問
もん
1： 後

うしろ
の参

さん
考
こう

ウェブサイトで紹
しょう

介
かい

されている

ケータイ小
しょう

説
せつ

サイトにアクセスし、実
じっ

際
さい

に

どれか一
ひと

つの話
はなし

の最
さい

初
しょ

の部
ぶ
分
ぶん

を読
よ
んで

みましょう。どんな特
とく

徴
ちょう

がありますか。

気
き
がついた点

てん
をメモし、そのあとグループで

その特
とく

徴
ちょう

について話
はな

し合
あ
ってみましょう。

（ケータイ（携
けい

帯
たい

）小
しょう

説
せつ

ですが、普
ふ
通
つう

のPC

でも読
よ
むことができます。）

読
よ
む前

まえ
に

新
しん
聞
ぶん
・雑

ざっ
誌
し
から見

み
る現

げん
代
だい
日
に
本
ほん

ケータイ小
しょう
説
せつ

■ 第
だい
31回

かい
■

8



新
しん
聞
ぶん
・雑

ざっ
誌
し
から見

み
る現

げん
代
だい
日
に
本
ほん

9

質
しつ
問
もん
2： 見

み
出
だ
しの「読

どく
者
しゃ

」は、どのような読
どく

者
しゃ

ですか。正
ただ

しいものを選
えら

んでください。

（1）若
わか

者
もの

と大
おと

人
な

（2）10代
だい

･20代
だい

の若
わか

者
もの

（3）10代
だい

･20代
だい

の女
じょ

性
せい

（4）大
おと

人
な

読
よ
もう

▲毎
まい
日
にち
新
しん
聞
ぶん
（朝

ちょう
刊
かん
） 2008年

ねん
10月

がつ
17日

にち



質
しつ
問
もん
3： 見

み
出
だ
しに「綺

き
麗
れい

事
ごと

」とありますが、何
なに

が綺
き
麗
れい

事
ごと

なのですか。本
ほん

文
ぶん
の内

ない
容
よう
から判

はん
断
だん
して一

いち
番
ばん

合
あ
っているものを

一
ひと

つ選
えら

んでください。

（1）理
り
想
そう

的
てき

な言
こと

葉
ば
や物

もの
語
がたり

（2）現
げん

実
じつ

的
てき

な愛
あい

や幸
しあわ

せ　　（3）理
り
想
そう

的
てき

な愛
あい

や幸
しあわ

せ （4）現
げん

実
じつ

的
てき

な言
こと

葉
ば
や物

もの
語
がたり

質
しつ
問
もん
4： 筆

ひっ
者
しゃ

のプロフィール紹
しょう

介
かい

のところに、「リアルタイムのやり取
と
りで世

せ
界
かい

を共
きょう

有
ゆう

」とありますが、誰
だれ

が

世
せ
界
かい

を共
きょう

有
ゆう

するのですか。

共
きょう

有
ゆう

する人
ひと

：_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 

質
しつ
問
もん
5: 本

ほん
文
ぶん

に3回
かい

「自
じ
分
ぶん

」という語
ご
が出

で
てきますが、この自

じ
分
ぶん

は誰
だれ

のことですか。

質
しつ
問
もん
6： 最

さい
後
ご
から二

ふた
つ目

め
の段

だん
落
らく

の終
お
わりから3行

ぎょう
目
め
に「もうひとりの作

さく
者
しゃ

」とありますが、具
ぐ
体
たい

的
てき

に誰
だれ

の

ことですか。15字
じ
以
い
内
ない

で書
か
いてください。

質
しつ
問
もん
7： ケータイ小

しょう
説
せつ

は、従
じゅう

来
らい

の小
しょう

説
せつ

とどんな点
てん

が違
ちが

いますか。本
ほん

文
ぶん

からわかることの中
なか

から3点
てん

挙
あ
げてください。

質
しつ
問
もん
8： これからのケータイ小

しょう
説
せつ

について筆
ひっ

者
しゃ

はどう思
おも

っていますか。その心
しん

情
じょう

を表
あらわ

している部
ぶ
分
ぶん

を記
き
事
じ
本
ほん

文
ぶん

から二
ふた

つ選
えら

んでください。

質
しつ
問
もん
9： みなさんは、ケータイ小

しょう
説
せつ

についてどう思
おも

いますか。賛
さん

成
せい

派
は
と反

はん
対
たい

派
は
の二

ふた
つのグループに別

わか
れて討

とう
論
ろん

してみましょう。

質
しつ
問
もん
10：ケータイ小

しょう
説
せつ

の表
ひょう

記
き
は、どうして「携

けい
帯
たい

」でも「けいたい」でもなく「ケータイ」なのでしょうか。

また、作
さっ

家
か
の瀬

せ
戸
と
内
うち

寂
じゃく

聴
ちょう

さんのケータイ小
しょう

説
せつ

のペンネームは、どうして「ぱーぷる」なのでしょうか。

そして、英
えい

語
ご
purpleから来

き
た外

がい
来
らい

語
ご
なのにどうしてカタカナ表

ひょう
記
き
ではなく平

ひら
仮
が
名
な
表
ひょう

記
き
なのでしょうか。

一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えてみましょう。

読
よ
んだ後

あと
で

＜解
かい
答
とう
例
れい
＞

質
しつ
問
もん
1：（省

しょう
略
りゃく

） 質
しつ
問
もん
2：（2） 質

しつ
問
もん
3：（3） 質

しつ
問
もん
4：ケータイ小

しょう
説
せつ

の作
さく

者
しゃ

と読
どく

者
しゃ

質
しつ
問
もん
5：ケータイ小

しょう
説
せつ

の読
どく

者
しゃ

質
しつ
問
もん
6：作

さく
者
しゃ

とやりとりをする読
どく

者
しゃ

（12字
じ
）

質
しつ
問
もん
7：（1）書

か
き手

て
がほとんど一

いっ
般
ぱん

人
じん

であること　　（2）読
どく

者
しゃ

の声
こえ

が作
さく

品
ひん

に反
はん

映
えい

されやすいこと

（3）作
さっ

家
か
と読

どく
者
しゃ

の距
きょ

離
り
が近

ちか
いこと　　　　　（ほかに、読

どく
者
しゃ

は10代
だい

や20代
だい

が中
ちゅう

心
しん

であること、等
など

）

質
しつ
問
もん
8：（1）「ケータイ小

しょう
説
せつ

の未
み
来
らい

は、今
いま

以
い
上
じょう

に自
じ
由
ゆう

なものであっていいと思
おも

う。」

（2）「『とにかく伝
つた

えたい想
おも

いがあるんだ』という純
じゅん

粋
すい

な部
ぶ
分
ぶん

で、読
どく

者
しゃ

と共
きょう

鳴
めい

し合
あ
っていければと

思
おも

っている。」

質
しつ
問
もん
9：（省

しょう
略
りゃく

） 質
しつ
問
もん
10：（省

しょう
略
りゃく

）

新
しん
聞
ぶん
・雑

ざっ
誌
し
から見

み
る現

げん
代
だい
日
に
本
ほん

参
さん
考
こう
ウェブサイト

・英
えい
語
ご
ウィキペディア（英

えい
語
ご
） http://en.wikipedia.org/wiki/Mobile_phone_novel

・Japan Times記
き
事
じ
（英

えい
語
ご
） http://search.japantimes.co.jp/cgi-bin/fl20070923x4.html

・第
だい
3回

かい
ケータイ小

しょう
説
せつ
大
たい
賞
しょう
http://nkst.jp/pc/index.php

・ケータイ小
しょう
説
せつ
サイト　野

の
いちご　http://no-ichigo.jp/

・～ケータイ小
しょう
説
せつ
ランキング～　ケータイ小

しょう
説
せつ
王
おう
国
こく
http://novel.mfpark.com/rank/

10
今
こん

回
かい

取
と
り上

あ
げたテーマや練

れん
習

しゅう
案
あん

についてのご意
い
見
けん

をお待
ま
ちしています。また、今

こん
回
かい

の記
き
事
じ
を使

つか
って授

じゅ
業

ぎょう
をしたときの様

よう
子
す

や結
けっ

果
か
などを編

へん
集

しゅう
部
ぶ
までお寄

よ
せください。このコーナーの担

たん
当
とう

：浜
はま

田
だ
盛
もり

男
お
、境

さかい
田
だ

徹
とおる

（関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センター日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

専
せん

門
もん

員
いん

）



－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん
ばこ

Bookshelf : Introduction of New Titles

「日
に
本
ほん

語
ご
の教

きょう
材
ざい

や図
と
書
しょ

に関
かん

する新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

がほしい」という海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

方
がた

の声
こえ

をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん

出
しゅっ

版
ぱん

された日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

や参
さん

考
こう

書
しょ

を中
ちゅう

心
しん

に紹
しょう

介
かい

して

いきます。誌
し
面
めん

の制
せい

約
やく

上
じょう

、一
いっ

回
かい

に多
おお

くの本
ほん

を紹
しょう

介
かい

できませんが、「海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

にとって

使
つか

いやすい教
きょう

材
ざい

」「授
じゅ

業
ぎょう

や研
けん

究
きゅう

の役
やく

に立
た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ

・

資
し

料
りょう

」などを取
と
り上

あ
げます。

※データ凡
はん
例
れい

著
ちょ
者
しゃ

出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

刊
かん
行
こう
年
ねん
月
げつ

ISBN 判
はん
型
けい
・ページ数

すう
定
てい
価
か

その他
た

7654321

11

教
きょう
室
しつ
の「ウチ」と「ソト」をつなぎ、活

かつ
動
どう
中
ちゅう
心
し ん
のコースをつくるためのアイデア満

まん
載
さい

『日
に
本
ほん
語

ご
ドキドキ体

た い
験
けん
交
こう
流
りゅう
活
かつ
動
どう
集
しゅう
』

●データ●
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター熊

くま
野
の
七
なな
絵
え
、

品
しな
川
がわ
直
なお
美
み
、田

た
中
なか
哲
てつ
哉
や
、中

なか
島
じま
透
とおる
、西

にし
野
の
藍
あい
、羽

は
太
ぶと
園
その
、

矢
や
澤
ざわ
理
みち
子
こ

株
かぶ
式
しき
会
がい
社
しゃ
凡
ぼん
人
じん
社
しゃ
（〒102-0093

東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
平
ひら
河
かわ
町
ちょう
1 - 3 - 1 3 ）

TEL. 03-3263-3959 FAX. 03-3263-3116

URL. http://www.bonjinsha.com 2008年
ねん
9月

がつ

978-4-89358-685-8 Ｂ５判
はん

178頁
ぺーじ

2,520円
えん

CD1枚
まい

76

54

3

2

1

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センターでは、海
かい

外
がい

の

大
だい

学
がく

や高
こう

校
こう

で日
に
本
ほん

語
ご
を学

まな
ぶ学

がく
習
しゅう

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

とした

短
たん

期
き
訪
ほう

日
にち

研
けん

修
しゅう

を行
おこな

っています。この教
きょう

材
ざい

は

「日
に
本
ほん

を体
たい

験
けん

したい！」「日
に
本
ほん

人
じん

と交
こう

流
りゅう

したい！」

という海
かい

外
がい

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のニーズに応
こた

えるために、

関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センターで行
おこな

われてきた体
たい

験
けん

交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

を中
ちゅう

心
しん

としたコースのアイデアを教
きょう

材
ざい

化
か
した

ものです。初
しょ

級
きゅう

から中
ちゅう

級
きゅう

まで幅
はば

広
ひろ

いレベルの

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に、またレベル差
さ
があるクラスでも使

つか
う

ことができます。

▽教
きょう
室
しつ
の「ウチ」と「ソト」を

つなぐ
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が教
きょう

室
しつ

の外
そと

に出
で
て、あるいは外

そと
にある

リソースを活
かつ

用
よう

しながら日
に
本
ほん

語
ご
を学

まな
ぶために、

地
ち
域
いき

オリエンテーリング、交
こう

流
りゅう

会
かい

、インタビュー、

学
がっ

校
こう

訪
ほう

問
もん

など11の活
かつ

動
どう

例
れい

を紹
しょう

介
かい

しています。

1）教
きょう

室
しつ

で準
じゅん

備
び
する、2）外

そと
で体

たい
験
けん

・交
こう

流
りゅう

する、

3）教
きょう

室
しつ

に戻
もど

って体
たい

験
けん

したことをまとめる、という

一
いち

連
れん

の流
なが

れの中
なか

で、総
そう

合
ごう

的
てき

に日
に
本
ほん

語
ご
を使

つか
うことが

できます。また、活
かつ

動
どう

をコーディネートする教
きょう

師
し
の

ために時
じ
間
かん

配
はい

分
ぶん

やスムーズに実
じっ

施
し
するための

コツも盛
も
り込

こ
まれています。海

かい
外
がい

の現
げん

場
ば
でも

在
ざい

住
じゅう

日
に
本
ほん

人
じん

と交
こう

流
りゅう

を行
おこな

ったり、日
に
本
ほん

食
しょく

スーパー

など教
きょう

室
しつ

外
がい

リソースを活
かつ

用
よう
したりする際

さい
のヒント

になるでしょう。

ノウハウをワークシートとともに紹
しょう

介
かい

して

います。

体
たい

験
けん

交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

を通
つう
じた日

に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

は、①何
なん

の

ために何
なに
を学

まな
ぶかが明

めい
確
かく

なため、学
がく

習
しゅう
の動

どう
機
き
づけ

が高
たか

まり、主
しゅ

体
たい

的
てき

に取
と
り組

く
める、②日

に
本
ほん

語
ご
環
かん

境
きょう

に

おける行
こう

動
どう

力
りょく

がつく、③各
かく

自
じ
の日

に
本
ほん

語
ご
レベルに

合
あ
わせた日

に
本
ほん

語
ご
運
うん

用
よう

体
たい

験
けん

ができ、達
たっ

成
せい

感
かん

がある、

④活
かつ

動
どう

を通
つう

じて自
みずか

らの日
に
本
ほん

語
ご
力
りょく

を確
かく

認
にん

できる、

⑤教
きょう

室
しつ

外
がい

の人
ひと

や社
しゃ

会
かい

に触
ふ
れることで、日

に
本
ほん

に

ついての理
り
解
かい

を深
ふか

めることができる、といった

利
り
点
てん

があります。クラスの活
かっ

性
せい

化
か
や動

どう
機
き
づけの

ため、また日
に
本
ほん

文
ぶん

化
か
や社

しゃ
会
かい

の理
り
解
かい

のために

参
さん

考
こう

にしてみてはどうでしょうか。

▽PowerPointで日
に
本
ほん
を紹

しょう
介
かい
する

活
かつ

動
どう

の前
まえ

に日
に
本
ほん

の文
ぶん

化
か
、社

しゃ
会
かい

の基
き
礎
そ
知
ち
識
しき

を

紹
しょう

介
かい

するためのガイド用
よう

資
し
料
りょう

もあります。

テキスト以
い
外
がい

にも、クイズや写
しゃ

真
しん

を多
た
用
よう

した

PowerPoint版
ばん

がCD-ROMに収
しゅう

録
ろく

されています。

伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か
から歴

れき
史
し
、教

きょう
育
いく

、そして若
わか

者
もの

ことば、

アニメ・マンガまで、簡
かん

単
たん

な日
に
本
ほん

語
ご
で楽

たの
しく

紹
しょう

介
かい

することができます。これにより、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の

興
きょう

味
み
や問

もん
題
だい

意
い
識
しき

が高
たか

まるため、活
かつ

動
どう

に主
しゅ

体
たい

的
てき

に

取
と
り組

く
み、日

に
本
ほん

の文
ぶん

化
か
や社

しゃ
会
かい

への理
り
解
かい

をより

深
ふか

めることができるでしょう。

▽活
かつ
動
どう
中
ちゅう
心
し ん
のコースをつくる

活
かつ

動
どう

を中
ちゅう

心
しん

とした

コースでは、どの

ような評
ひょう

価
か
を行

おこな
うか

が問
もん

題
だい

となります。

こ の 教
きょう

材
ざい

で は

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

自
みずか

ら が

学
がく

習
しゅう

目
もく

標
ひょう

を 立
た

て 、

日
ひ び々

の 活
かつ

動
どう

を

記
き
録
ろく

し、自
じ
己
こ
評
ひょう

価
か
を

行
おこな

い、教
きょう

師
し
がそれを

支
し

援
えん

す る た め の

P.6

準
じゅん
備
び
して

P.8

P.10

まとめる

活動
して、
かつ どう

１. 体
たい
験
けん
交
こう
流
りゅう
活
かつ
動
どう

①地
ち
域
いき
オリエンテーリング

②ご近
きん
所
じょ
オリエンテーリング

③タウンページを作
つく
ろう

④交
こう
流
りゅう
会
かい

⑤ホームステイ
⑥フィールドトリップ
⑦インタビュー
⑧小

しょう
学
がっ
校
こう
訪
ほう
問
もん

⑨高
こう
校
こう
訪
ほう
問
もん

⑩工
こう
場
じょう
見
けん
学
がく

⑪発
はっ
表
ぴょう
会
かい

２．コースデザイン

①コースを始
はじ
める

・アイスブレイク
・インタビューと
学
がく
習
しゅう
相
そう
談
だん

・自
じ
己
こ
目
もく
標
ひょう
を書

か
く

・活
かつ
動
どう
記
き
録
ろく
をつける

②コースを終
お
わる

・自
じ
己
こ
評
ひょう
価
か
をする

・学
がく
習
しゅう
計
けい
画
かく
を立

た
てる

・最
さい
後
ご
の学

がく
習
しゅう
相
そう
談
だん

・研
けん
修
しゅう
アンケート

③コースザイン例
れい

３．Nipponガイド

①日
に
本
ほん
の地

ち
理
り

②日
に
本
ほん
の歴

れき
史
し

③方
ほう
言
げん
（関

かん
西
さい
弁
べん
）

④若
わか
者
もの
ことば

⑤ホームステイ
⑥日

に
本
ほん
の教

きょう
育
いく

⑦アニメ・マンガ
⑧伝

でん
統
とう
芸
げい
能
のう

⑨茶
さ
道
どう

⑩華
か
道
どう

⑪書
しょ
道
どう

⑫着
き
付
つ
け

必
ひつ
要
よう
な言

こと
葉
ば
を

確
かく
認
にん
して



新
しん
刊
かん
教

きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹

しょう
介
かい
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中
ちゅう
級
きゅう
学
が く
習
しゅう
者
し ゃ
のための、聴

ちょう
解
か い
教
きょう
材
ざ い
がCD付

つ
きで内

な い
容
よ う
も一

い っ
新
し ん

『中
ちゅう
級
きゅう
日

に
本
ほ ん
語

ご
音
お ん
声
せ い
教
きょう
材
ざ い
新
し ん
・毎

ま い
日
に ち
の聞

き
きとり50日

に ち
上
じょう
・下

げ
』

●データ●

本
ほん

書
しょ

は、16年
ねん

前
まえ

に出
しゅっ

版
ぱん

された教
きょう

材
ざい

の改
かい

訂
てい

版
ばん

です。改
かい

訂
てい

のポイントは、内
ない

容
よう

が一
いっ

新
しん

したことと

カセットテープがCDになったことで、教
きょう

材
ざい

制
せい

作
さく

の

コンセプトは変
か
わっていません。

初
しょ

級
きゅう

段
だん

階
かい

が終
お
わると、身

み
近
ぢか

なものから

公
こう

共
きょう

性
せい

の高
たか

いテーマが増
ふ
え、深

ふか
い内

ない
容
よう

の理
り
解
かい

や

抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

な表
ひょう

現
げん

の習
しゅう

得
とく

が目
もく

標
ひょう

となるため、学
がく

習
しゅう

の

中
ちゅう

心
しん

が文
も
字
じ
言
げん

語
ご
になる傾

けい
向
こう

にあります。しかし、

本
ほん

書
しょ

がねらいとしているように

•「論
ろん

旨
し
が明

めい
快
かい

で、より基
き
本
ほん

的
てき

な語
ご
彙
い
と文

ぶん
で

構
こう

成
せい

されている短
みじか

いテキストをたくさん聞
き
き」

•「日
に
本
ほん

語
ご
の文

ぶん
や文

ぶん
章
しょう

の組
く
み立

た
て方

かた
、話

はなし
の進

すす
め

方
かた

、日
に
本
ほん

人
じん

の考
かんが

え方
かた

に触
ふ
れること」（本

ほん
書
しょ

「まえがき」より）

は、中
ちゅう

級
きゅう

から上
じょう

級
きゅう

へ進
すす

むための基
き
盤
ばん

作
つく

りと

なります。ですからテキストの種
しゅ

類
るい

もダイアローグ

より説
せつ

明
めい

や解
かい

説
せつ

スタイルのモノローグが多
おお

く

なっています。ただし、テーマは「弁
べん

当
とう

の日
ひ
」

「コンビニ図
と
書
しょ

館
かん

」「『もったいない』を国
こく

際
さい

語
ご
に」

など日
に
本
ほん

に関
かん

するものを中
ちゅう

心
しん

に学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が興
きょう

味
み

を持
も
てそうなテーマが選

えら
ばれています。

上
じょう

巻
かん

、下
げ
巻
かん

それぞれ25課
か
ずつですが、1課

か
の

本
ほん

文
ぶん

の録
ろく

音
おん

時
じ
間
かん

は1分
ぷん

から2分
ふん

半
はん

程
てい

度
ど
とコンパクト

な作
つく

りになっています。

1課
か
の構

こう
成
せい

は、「タイトルと写
しゃ

真
しん

やイラスト」

「はじめに」「内
ない

容
よう

に関
かん

する

選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

と要
よう

約
やく

文
ぶん

の空
くう

欄
らん

に

適
てき

語
ご
を記

き
入
にゅう

する問
もん

題
だい

」から

成
な
っています。

巻
かん

末
まつ

に語
ご

彙
い

表
ひょう

があり、

別
べっ

冊
さつ

として本
ほん

文
ぶん

のスクリプト

と問
もん

題
だい

の解
かい

答
とう

があります。

漢
かん

字
じ

に は す べ て ル ビ が

振
ふ
られていますから自

じ
習
しゅう

用
よう

に

使
つか

うこともできます。また、

教
きょう

師
し
の工

く
夫
ふう

によって、単
たん

に

聴
ちょう

解
かい

練
れん

習
しゅう

としてだけでは

なく「音
おん

声
せい

言
げん

語
ご
のインプット

として活
かつ

用
よう
し、内

ない
容
よう

について話
はな
したり、表

ひょう
現
げん

法
ほう

や

漢
かん

字
じ
語
ご
を覚

おぼ
えたり、文

ぶん
法
ぽう

の復
ふく

習
しゅう

に使
つか

ったりする

など多
た
面
めん

的
てき

」（本
ほん

書
しょ
「この教

きょう
材
ざい

を使
つか

う先
せん

生
せい

方
がた

へ」

より）な活
かつ

動
どう

に利
り
用
よう

できるようになっています。

「表
ひょう

現
げん

練
れん

習
しゅう

」（書
か
く・話

はな
す）…場

ば
面
めん

や目
もく

的
てき

の

はっきりした技
ぎ
能
のう

の練
れん

習
しゅう

「文
ぶん

法
ぽう

・文
ぶん

型
けい

練
れん

習
しゅう

」…中
ちゅう

級
きゅう

の文
ぶん

法
ぽう

・文
ぶん

型
けい

の練
れん

習
しゅう

なお、聴
ちょう

解
かい

教
きょう

材
ざい

やモデル会
かい

話
わ
を聞

き
いたり、

練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

の解
かい

答
とう

を確
かく

認
にん

したりすることができる

ウェブサイトも用
よう

意
い
されています。

この教
きょう

材
ざい

には、中
ちゅう

級
きゅう

編
へん

の次
つぎ

のレベルとして

中
ちゅう

上
じょう

級
きゅう

編
へん

があり、それぞれに本
ほん

冊
さつ

と漢
かん

字
じ
・語

ご
彙
い

練
れん

習
しゅう

の本
ほん

があります。また、日
に
本
ほん

の大
だい

学
がく

に入
にゅう

学
がく

したばかりの学
がく

生
せい

のためのサバイバル編
へん

も

あり、全
ぜん

部
ぶ
で5冊

さつ
のシリーズになっています。

●データ●
立
りつ
命
めい
館
かん
アジア太

たい
平
へい
洋
よう
大
だい
学
がく
「日

に
本
ほん
語
ご
5つの

とびら」編
へん
集
しゅう
委
い
員
いん
会
かい

株
かぶ
式
しき
会
がい
社
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じん
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1

文
ぶん

型
けい

練
れん

習
しゅう

と簡
かん

単
たん

な会
かい

話
わ
を中

ちゅう
心
しん

に学
まな

んできた

初
しょ

級
きゅう

が終
お
わって、中

ちゅう
級
きゅう

では何
なに

を目
もく

標
ひょう

にして教
おし

え

たらいいのか、どんな教
きょう

科
か
書
しょ

を使
つか

ったらいい

のか、悩
なや

んでいる先
せん

生
せい

は少
すく

なくありません。

本
ほん

書
しょ

は、各
かく

課
か
の目

もく
標
ひょう

（読
どっ

解
かい

、書
か
く、話

はな
す）が

わかりやすく示
しめ

されていて、技
ぎ
能
のう

の具
ぐ
体
たい

的
てき

な

練
れん

習
しゅう

がある、学
まな

びやすい中
ちゅう

級
きゅう

教
きょう

科
か
書
しょ

です。

著
ちょ

者
しゃ

らによると、この教
きょう

科
か
書
しょ

の対
たい

象
しょう

は日
に
本
ほん

の

大
だい

学
がく

で学
まな

ぶ留
りゅう

学
がく

生
せい

で、大
だい

学
がく

で専
せん

門
もん

的
てき

な授
じゅ

業
ぎょう

を

受
う
けられるようになることをめざすとありますが、

以
い
下
か
のような目

もく
標
ひょう

をかかげていることから、

海
かい

外
がい

で中
ちゅう

級
きゅう

以
い
上
じょう

に進
すす

む学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にも適
てき

している

と言
い
えます。

• 相
あい

手
て
や場

ば
面
めん

によって適
てき

切
せつ

な言
こと

葉
ば
や表

ひょう
現
げん

を

使
つか

い分
わ
けて話

はな
す

• 構
こう

成
せい

や流
なが

れを考
かんが

えながら話
はな

したり書
か
いたり

する

• 要
よう

点
てん

をつかむことを目
もく

的
てき

にして長
なが

いテキストを

聞
き
いたり読

よ
んだりする

各
かく

課
か
の構

こう
成
せい

は、以
い
下
か
のようになっています。

「この課
か
で勉

べん
強
きょう

すること」…その課
か
の具

ぐ
体
たい

的
てき

な

目
もく

標
ひょう

を紹
しょう

介
かい

する

「聞
き
く」…本

ほん
文
ぶん

を聞
き
いて要

よう
点
てん

をつかむ

「読
よ
む」…前

まえ
作
さ
業
ぎょう

や後
あと

作
さ
業
ぎょう

のある読
どっ

解
かい

練
れん

習
しゅう

「日
に
本
ほん

語
ご
を知

し
ろう」…日

に
本
ほん

語
ご
に関

かん
する知

ち
識
しき

を増
ふ
やす

目
も く
標
ひょう
と学

が く
習
しゅう
方
ほ う
法
ほ う
をわかりやすく示

し め
した中

ちゅう
級
きゅう
教
きょう
科
か
書
し ょ

『日
に
本
ほ ん
語

ご
5つのとびら（中

ちゅう
級
きゅう
編
へ ん
）』

宮
みや
城
ぎ
幸
さち
枝
え
、太

おお
田
た
淑
よし
子
こ
、柴

しば
田
た
正
まさ
子
こ
、牧

まき
野
の
恵
けい
子
こ
、

三
みつ
井
い
昭
あき
子
こ

株
かぶ
式
しき
会
がい
社
しゃ
凡
ぼん
人
じん
社
しゃ
（〒102-0093

東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
平
ひら
河
かわ
町
ちょう
1 - 3 - 1 3 ）

TEL. 03-3263-3959 FAX. 03-3263-3116

URL. http://www.bonjinsha.com 2007年
ねん
6月

がつ

上
じょう
巻
かん

978-4-89358-632-2、下
げ
巻
かん

978-4-

89358-633-9 B5判
はん

62頁
ぺーじ
（上巻）、64頁

ぺーじ

（下巻） 2,100円
えん

CD1枚
まい

76

5

4

3

2

1

P.2 P.3



新
しん
刊
かん
教

きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹

しょう
介
かい

分
わ
かりやすい文

ぶ ん
章
しょう
の書

か
き方

か た
から、学

が く
術
じゅつ
論
ろ ん
文
ぶ ん
を書

か
くまでをステップで

『これから研
け ん
究
きゅう
を書

か
くひとのためのガイドブック』

●データ●
佐
さ
渡
ど
島
しま
紗
さ
織
おり
、吉

よし
野
の
亜
あ
矢
や
子
こ

株
かぶ
式
しき
会
がい
社
しゃ
ひつじ

書
しょ
房
ぼう
（〒112-0011 東

とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう
区
く
千
せん
石
ごく
2-1-2大

やま
和
と

ビル2F）TEL.03-5319-4916 FAX.03-5319-4917

URL. http://www.hituzi.co.jp/ 2008年
ねん
5月

がつ

978-4-89476-368-5 A５判
はん

274頁
ぺーじ

2,100円
えん

CD1枚
まい

76

54

3

21

本
ほん

書
しょ

は、日
に
本
ほん

の大
だい

学
がく

や大
だい

学
がく

院
いん

で研
けん

究
きゅう

をする人
ひと

、

研
けん

究
きゅう

をする人
ひと

を育
そだ

てる人
ひと

のために書
か
かれたもの

です。本
ほん

書
しょ

の構
こう

成
せい

は、第
だい

一
いち

部
ぶ
の「文

ぶん
章
しょう

編
へん

」と、

第
だい

二
に
部
ぶ
の「論

ろん
文
ぶん

編
へん

」からなっています。「文
ぶん

章
しょう

編
へん

」

では、分
わ
かりやすい文

ぶん
章
しょう
・学

がく
術
じゅつ

的
てき

文
ぶん

章
しょう

の書
か
き方

かた

についての基
き
礎
そ
的
てき

なスキルが紹
しょう

介
かい

されています。

「論
ろん

文
ぶん

編
へん

」は、より専
せん

門
もん

的
てき

な領
りょう

域
いき

として、文
ぶん

献
けん

研
けん

究
きゅう

と実
じっ

証
しょう

研
けん

究
きゅう

の二
ふた

つを取
と
り上

あ
げ、学

がく
術
じゅつ

論
ろん

文
ぶん

を書
か
く

ための共
きょう

通
つう

のステップとそれぞれの研
けん

究
きゅう

に

必
ひつ

要
よう

な要
よう

素
そ
が丁

てい
寧
ねい

に紹
しょう

介
かい

されています。

本
ほん

書
しょ

の特
とく

徴
ちょう

は、「文
ぶん

章
しょう

編
へん

」と「論
ろん

文
ぶん

編
へん

」が

それぞれ15週
しゅう

間
かん

（半
はん

期
き
）の授

じゅ
業
ぎょう

で使
つか

えるように

してある点
てん

です。各
かく

章
しょう

の構
こう

成
せい

は、次
つぎ

のように

なっています。

「導
どう

入
にゅう

」：その章
しょう

で学
まな

ぶ主
しゅ

要
よう

な内
ない

容
よう

がクイズ

形
けい

式
しき

で出
しゅつ

題
だい

されています。

「練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

」：学
がく

習
しゅう

した内
ない

容
よう

の理
り
解
かい

を確
かく

認
にん

する

ための練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

です。

「アクティビティ」：学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のレベルや、書
か
く

目
もく

的
てき

に応
おう

じて選
せん

択
たく

できるように、複
ふく

数
すう

の活
かつ

動
どう

が提
てい

示
じ
されています。

「チェック・リスト」：その章
しょう

で学
がく

習
しゅう

した内
ない

容
よう

が自
じ
分
ぶん

の文
ぶん

章
しょう

に反
はん

映
えい

されているかどうかを

自
じ
己
こ
点
てん

検
けん

することができます。

上
じょう

記
き
の「アクティビティ」では、例

たと
えば、

学
がく

習
しゅう

した内
ない

容
よう

を踏
ふ
まえて自

じ
分
ぶん

の文
ぶん

章
しょう

を

実
じっ

際
さい

に直
なお

してみるセルフ活
かつ

動
どう

や、友
とも

達
だち

と交
こう

換
かん

して修
しゅう

正
せい

するピア活
かつ

動
どう

、さらに、

新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し
など実

じっ
際
さい

の文
ぶん

章
しょう

を通
とお

して

学
がく

習
しゅう

を発
はっ

展
てん

させる活
かつ

動
どう

などが挙
あ
げ

られています。また、付
ふ
属
ぞく

CD-ROM

には、各
かく

コーナーの解
かい

答
とう

と解
かい

説
せつ

、「追
つい

加
か

アクティビティ」や「配
はい

布
ふ
資
し
料
りょう

」などが掲
けい

載
さい

されており、自
じ
習
しゅう

用
よう

としても活
かつ

用
よう

できます。

本
ほん

書
しょ

はひろく

日
に
本
ほん

語
ご
の「書

か
く

こと」の指
し
導
どう

の

場
ば
にも活

かつ
用
よう

できる

でしょう。文
ぶん

章
しょう

編
へん

の「一
いち

文
ぶん

一
いち

義
ぎ
で書

か
く」や「マップを作

つく
って書

か
く」

「パラグラフを作
つく

る」「主
しゅ

張
ちょう

を根
こん

拠
きょ

で支
ささ

える」

「論
ろん

点
てん

を整
せい

理
り
する」などは、大

だい
学
がく

のレポートなど

学
がく

術
じゅつ

的
てき

な文
ぶん

章
しょう

を書
か
くための入

にゅう
門
もん

的
てき

なスキルで

もあります。
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読
ど っ
解
か い
素
そ
材
ざ い
の魅

み
力
りょく
を重

じゅう
視
し
した教

きょう
材
ざ い

『上
じょう
級
きゅう
学
が く
習
しゅう
者
し ゃ
向

む
け日

に
本
ほ ん
語

ご
教
きょう
材
ざ い
日

に
本
ほ ん
文
ぶ ん
化

か
を読

よ
む』

●データ●
（財

ざい
）京

きょう
都
と
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
センター　西

にし
原
はら
純
じゅん
子
こ
、

井
いの
上
うえ
真
ま
理
り
、吉

よし
田
だ
道
みち
子
こ

株
かぶ
式
しき
会
がい
社
しゃ
アルク

（〒168-8611 東
とう
京
きょう
都
と
杉
すぎ
並
なみ
区
く
永
えい
福
ふく
2-54-12）

TEL.03-3323-5514 FAX.03-3323-2021

URL. http://www.alc.co.jp/ 2008年
ねん
10月

がつ

978-4-7574-1473-0 B5判
はん
、148頁

ぺーじ

2,520円
えん

6

54

3

2

1

「日
に
本
ほん

語
ご
をさらに上

じょう
達
たつ

させるためにはどう

したらいいですか。」

「文
ぶん

章
しょう

をたくさん読
よ
むといいです。」

「では、どんな文
ぶん

章
しょう

を読
よ
んだらいいでしょうか。」

「そうですね…」

と言
い
いかけて困

こま
ってしまうことが多

おお
いですね。

皆
みな

さんも、日
に
本
ほん

の本
ほん

が手
て
に入

はい
りにくかったり、

たくさんの本
ほん

がある中
なか

から何
なに

を読
よ
んでいいのか

わからなかったりすることがありませんか。

この教
きょう

科
か
書
しょ

は、読
どっ

解
かい

から読
どく

書
しょ

へ導
みちび

くひとつの

指
し
針
しん

を与
あた

えてくれるかもしれません。

収
しゅう

録
ろく

されている文
ぶん

章
しょう

は評
ひょう

論
ろん

家
か
、小

しょう
説
せつ

家
か
、

学
がく

者
しゃ

によるものであり、18編
へん

中
ちゅう

、評
ひょう

論
ろん

が8編
へん

、

エッセイが5編
へん

、文
ぶん

学
がく

作
さく

品
ひん

が5編
へん

あります。

「よい文
ぶん

章
しょう

」といっても、人
ひと

によって感
かん
じ方

かた
も異

こと
なり、

定
てい

義
ぎ
するのは難

むずか
しいかもしれません。しかし、

ここに収
おさ

められているものはいずれも一
いっ

定
てい

レベルの質
しつ

を持
も
った作

さく
品
ひん

と言
い
っていいでしょう。

各
かく

編
へん

は、現
げん

在
ざい

の文
ぶん

芸
げい

作
さく

品
ひん

の多
おお

くがそうで

あるように、たて書
が
きで印

いん
刷
さつ

され、本
ほん

文
ぶん

の下
した

の

欄
らん

には、内
ない

容
よう

に関
かん

する注
ちゅう

、問
と
い、まとめの問

もん
題
だい

が

載
の
っています（別

べっ
冊
さつ

解
かい

答
とう

付
つき

）。本
ほん

文
ぶん

の最
さい

後
ご
には

出
しゅっ

典
てん

と著
ちょ

者
しゃ

紹
しょう

介
かい

も掲
けい

載
さい

されています。

また、読
よ
み上

あ
げ音

おん
声
せい

が収
しゅう

録
ろく

されたCDと本
ほん

文
ぶん

の

語
ご
彙
い
リスト（英

えい
・中

ちゅう
・韓

かん
国
こく

語
ご
訳
やく

）が付
ふ
録
ろく

として付
つ
いて

います。

日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

を超
こ
えて、日

に
本
ほん

語
ご
の文

ぶん
章
しょう

を味
あじ

わい、

読
どく

書
しょ

を広
ひろ

げていくきっかけになることでしょう。

本
ほん

書
しょ

は、質
しつ

の高
たか

い文
ぶん

章
しょう

を提
てい

供
きょう

することに主
しゅ

眼
がん
を

置
お
いた教

きょう
科
か
書
しょ

で

あ る た め か 、

読
よ
む前

まえ
や読

よ
んだ後

あと

の活
かつ

動
どう

は含
ふく

まれて

おらず、必
ひつ

要
よう

に

応
おう

じ て 教
きょう

師
し

が

作
さく

成
せい

していかなければなりませんが、それも

教
きょう

師
し
の楽

たの
しみといえないでしょうか。

P.11～13は日
に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター・関
かん

西
さい

国
こく

際
さい

センターの以
い
下
か
の専

せん
任
にん

講
こう

師
し
・専

せん
門
もん

員
いん

が図
と
書
しょ

を選
えら

び、分
ぶん

担
たん
して紹

しょう
介
かい

文
ぶん

を執
しっ

筆
ぴつ

しました。

熊
くま

野
の
七
なな

絵
え
、八

はっ
田
た
直
なお

美
み
、三

み
原
はら

龍
りゅう

志
し
、生

いく
田
た

守
まもる

、金
きむ

孝
ひょ

卿
ぎょん

（執
しっ

筆
ぴつ

順
じゅん

）

P.9 P.8

P.19P.14
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Enjoy Japanese Grammar !!

先
せん

日
じつ

、私
わたし

が教
きょう

室
しつ

に入
はい

っていったとき、ある学
がく

生
せい

が言
い
い

ました。
「先

せん
生
せい

、今日
きょう

はきれいですね。」
その日

ひ
私
わたし

は新
あたら

しい洋
よう

服
ふく

を着
き
ていました。学

がく
生
せい

はそれを
見
み
て、そう言

い
ったのでしょう。でも、そのとき私

わたし
は、

とても複
ふく

雑
ざつ

な気
き
持
も
ちになりました。

「今日
きょう

はきれい。…では、いつもはきれいじゃないの
かしら？」

その学
がく

生
せい

は「先
せん

生
せい

が今日
きょう

きれいだ」ということを伝
つた

え
たかっただけです。決

けっ
して、いつもと比

くら
べて「今日

きょう
だけが」

きれいだと言
い
おうとしたのではないようです。なのに、

なぜ日
に
本
ほん

語
ご
母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ

は「今日
きょう

はきれいだ」と聞
き
いて、

「今日
きょう

以
い
外
がい

はそうではない」というように感
かん

じるの
でしょうか。

これは「今日
きょう

は」の「は」のせいなのです。「は」は
取
と
り立

た
て助

じょ
詞
し
（とりたて詞

し
とも言

い
う）と言

い
って、話

はな
す人

ひと
の

「そのものを特
とく

に取
と
り上

あ
げる」という気

き
持
も
ちを表

あらわ
します。

取
と
り立

た
て助

じょ
詞
し
には、聞

き
き手

て
に何

なに
かしらほかのことを連

れん
想
そう

させる、暗
あん

にほかのことをほのめかす働
はたら

きがあります。
「は」「も」また、前

ぜん
回
かい

勉
べん

強
きょう

した「ばかり」も取
と
り立

た
て助

じょ
詞
し
です。

取
と
り立

た
て助

じょ
詞
し
を使

つか
うと、基

き
本
ほん

的
てき

な意
い
味
み
のほかに、程

てい
度
ど
の

差
さ
はありますが、何

なに
かと比

くら
べた（対

たい
比
ひ
的
てき

な）意
い
味
み
合
あ
いが

存
そん

在
ざい

します。
では、ここで問

もん
題
だい

です。次
つぎ

の問
もん

題
だい

は、まず会
かい

話
わ
や文

ぶん
が

あって、そのあとの＊には、その会
かい

話
わ
や文

ぶん
で本

ほん
当
とう

に言
い
いたい

ことが示
しめ
されています。（ ）の中

なか
に適

てき
当
とう
なことばを入

い
れてください。

答
こた

えを考
かんが

える前
まえ

に、まず、1～11の会
かい

話
わ
や文

ぶん
はどういう

状
じょう

況
きょう

の中
なか

で、また、会
かい

話
わ
の場

ば
合
あい

、誰
だれ

と誰
だれ

の会
かい

話
わ
かも考

かんが
え

てくださいね。

「取
と
り立

た
て助

じょ
詞

し
」

通
つう
信
しん
で習

なら
った項

こう
目
もく
：「は」と「が」、他

た
動
どう

詞
し
・自

じ
動
どう

詞
し
、受

うけ
身
み
、やりもらい、～ている、～てある、～てくる、

～ていく、～ために、～ように、～たら、～と、～て、～なくて／ないで、現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

・判
はん

断
だん

・働
はたら

きかけ

に対
たい
して・について、によって、ばかり、取

と
り立

た
て助

じょ
詞
し
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【問
もん
題
だい
】

1．子
こ
：わー、今日

きょう
はすきやきだ。

母
はは

：そうよ、でも、肉
にく

ばかり食
た
べないでね。

＊「（ ）だけでなく、（ ）も食
た
べてほしい」

という母
はは

親
おや

の気
き
持
も
ちが込

こ
められている。

2．店
てん

員
いん

：いらっしゃいませ。どういったものをお求
もと

め

ですか。

客
きゃく

：いえ、ちょっと見
み
せてもらっているだけです。

＊「今日
きょう

は何
なに

も（ ）」ということを店
てん

員
いん

に

伝
つた

えている。

3．Ａ：昼
ひる

休
やす

み、ちょっと出
で
られる。

Ｂ：ごめん、昼
ひる

休
やす

みは30分
ぷん

しかないんだよ。

＊「昼
ひる

休
やす

みの時
じ
間
かん

が（ ）から（ ）。

忙
いそが

しい」ということを言
い
いたい。

4．〈電
でん

話
わ
で〉

Ａ：はいはい、今
いま

どこですか。

Ｂ：まだ駅
えき

なんです。11時
じ
にはそちらに着

つ
けると

思
おも

いますが。

＊電
でん

話
わ
の相

あい
手
て
は、「遅

おく
れそうだが、（ ）11時

じ
に

着
つ
くことができる」と言

い
っている。

5．働
はたら

いて少
すこ
し貯

ちょ
金
きん

したが、20万
まん

円
えん

では頭
あたま

金
きん

にもならない。

＊20万
まん

円
えん

はとても（ ）て、家
いえ

／車
くるま

を買
か
う

足
た
しにはならないと言

い
っている。

6．Ａ：君
きみ

が知
し
っているんだろ。

Ｂ：知
し
らないわよ。あなたこそ白

はく
状
じょう

しなさいよ。

＊相
あい

手
て
を指

し
定
てい

して、「（ ）じゃなくて、

（ ）だ」ということを強
つよ

く言
い
っている。

7．妻
つま

：お父
とう

さん、早
はや

く起
お
きてくださいよ。

夫
おっと

：えー、日
にち

曜
よう

日
び
くらい、ゆっくり寝

ね
させてくれよ。

＊「せめて」の気
き
持
も
ちが含

ふく
まれ、「（ ）は

朝
あさ

早
はや

く起
お
きているんだから、せめて（ ）

は…」という意
い
味
み
合
あ
いが込

こ
められている。

8．Ａ：会
かい

社
しゃ

の経
けい

営
えい

はどうですか。

Ｂ： いつも苦
くる

しいですが、今
こ
年
とし

ほどうまく行
い
かない年

とし
は

ありませんね。

＊今
こ
年
とし

の会
かい

社
しゃ

の経
けい

営
えい

が（ ）苦
くる

しいという

気
き
持
も
ちが込

こ
められている。



文法
ぶんぽう
を楽

たの
しく !!

できましたか。答
こた

えはこのレッスンの最
さい

後
ご
に示

しめ
して

あります。
では、1～11に出

で
てきた取

と
り立

た
て助

じょ
詞
し
の役

やく
割
わり

を、順
じゅん

に
見
み
てみましょう。
1の「ばかり」については前

ぜん
回
かい

説
せつ

明
めい

しました。「ばかり」は、
「いつもそうする｣「全

ぜん
部
ぶ
そうだ」という意

い
味
み
を表

あらわ
し、

通
つう

常
じょう

は、話
はな

し手
て
の否

ひ
定
てい

的
てき

、消
しょう

極
きょく

的
てき

な気
き
持
も
ち（マイナス

評
ひょう

価
か
）を含

ふく
みます。「ほかのものは食

た
べずに、いつも

（もっぱら）肉
にく

を食
た
べること」が母

はは
親
おや

にとってマイナス
評
ひょう

価
か
になるのですから、「肉

にく
ばかり食

た
べる」代

か
わりに

「ほかのもの、例
たと

えば、野
や
菜
さい

なども食
た
べろ」という対

たい
比
ひ
的
てき

な
意
い
味
み
合
あ
いが出

で
てきます。

2の「だけ」の基
き
本
ほん

的
てき

な意
い
味
み
は、「～についてはそうで

あるが、それ以
い
外
がい

の予
よ
想
そう

・期
き
待
たい

される人
ひと

・もの・ことは
そうではない／なかった」という意

い
味
み
を表

あらわ
します。

したがって、「見
み
せてもらっているだけ」は、店

てん
員
いん

の
期
き
待
たい

には沿
そ
えない、買

か
う予

よ
定
てい

はないことを表
あらわ

します。
3の「しか」は、話

はな
し手

て
がそのことに対

たい
して、「不

ふ
十
じゅう

分
ぶん

である、量
りょう

・数
かず

が少
すく

ない」という気
き
持
も
ちを表

あらわ
します。

昼
ひる

休
やす

みが30分
ぷん

しかないということは、「昼
ひる

休
やす

みの時
じ
間
かん

が
短
みじか

い、だから、昼
ひる

休
やす

みには外
そと

へ出
で
られない」ことを示

し
唆
さ

します。また、それほどに忙
いそが

しいということも含
ふく

まれて
いると思

おも
われます。

「は」「も」は広
ひろ

い意
い
味
み
用
よう

法
ほう

を持
も
っていますが、4では

11時
じ
半
はん

や12時
じ
とは違

ちが
って「遅

おそ
くとも11時

じ
に着

つ
く」という

気
き
持
も
ちを「は」で表

あらわ
しています。5では述

じゅつ
語
ご
に「ならない」を

伴
ともな

って、強
つよ

い全
ぜん

面
めん

否
ひ
定
てい

を表
あらわ

しています。「も」のない
「頭

あたま
金
きん

にならない」は、単
たん

に事
じ
実
じつ

を述
の
べているだけですが、

「頭
あたま

金
きん

にもならない」となると、聞
き
き手

て
は20万

まん
円
えん

は全
まった

く
役
やく

に立
た
たない、それほどの少

しょう
額
がく

であると感
かん
じてしまいます。

6の「こそ」は、その人
ひと

・もの・ことを取
と
り上

あ
げて、

「ほかでもなく、これなのだ」と強
つよ

く指
さ
し示

しめ
す働

はたら
きを

持
も
っています。「あなたこそ」と言

い
って、Ｂ本

ほん
人
にん

ではないと
強
つよ

く否
ひ
定
てい

しています。
「くらい（「ぐらい」とも言

い
う）」と「ほど」は程

てい
度
ど
を

表
あらわ

します。
7の「くらい」は、その事

こと
柄
がら
（ここでは「日

にち
曜
よう

日
び
」）を限

げん
定
てい

して
「少

すく
なくとも～は（したい）」「せめて～は（してほしい）」

という意
い
味
み
になります。つまり「普

ふ
段
だん

はそうじゃないんだから、
日
にち

曜
よう

日
び
は…」という対

たい
比
ひ
が入

はい
ります。8の「ほど」は、

「～ほど～名
めい

詞
し
＋はない」という表

ひょう
現
げん

で「それ以
い
上
じょう

のものは
ない」「本

ほん
当
とう

に～だ」という意
い
味
み
を表

あらわ
します。

9、10の「さえ」と「まで」は、普
ふ
通
つう

はめったに結
むす

び
つかない極

きょく
端
たん

な例
れい

を出
だ
して「それほどに程

てい
度
ど
が大

おお
きい」

「事
じ
態
たい

が尋
じん

常
じょう

ではない」ということを表
あらわ

します。「さえ」が
その前

まえ
に来

く
る名

めい
詞
し
に焦

しょう
点
てん

を当
あ
てて、「普

ふ
通
つう

ならそうでは
ない人

ひと
・もの・ことが、そうする／そうである」ほどに

程
てい

度
ど
が大

おお
きいと主

しゅ
張
ちょう

するのに対
たい

し、「まで」はあとに来
く
る

述
じゅつ

語
ご
（動

どう
詞
し
・形

けい
容
よう

詞
し
など）に焦

しょう
点
てん

が当
あ
たり、「普

ふ
通
つう

では
考
かんが

えられない範
はん

囲
い
にまで事

じ
態
たい

が及
およ

んでいる、そこまで
行
い
っている」、それほどに程

てい
度
ど
が大

おお
きいということを

表
あらわ

します。
9では、普

ふ
通
つう

なら「息
むす

子
こ
の名

な
前
まえ

」を忘
わす

れるはずがない
のに、それを忘

わす
れている、それほどに父

ちち
親
おや

の病
びょう

気
き
が

進
すす

んでいることを、一
いっ

方
ぽう

、10では、「食
た
べられる」という

ことを強
きょう

調
ちょう

し、「身
み
や皮

かわ
はもちろん骨

ほね
も食

た
べられる」、

したがって、それほどにこの魚
さかな

は柔
やわ

らかくなっていると
いうことを言

い
っています。

11の「でも」はお茶
ちゃ

を例
れい

に出
だ
していますが、コーヒー

でも紅
こう

茶
ちゃ

、ジュースでもよく、話
はな

し手
て
の言

い
いたいことは、

いっしょに話
はな

しませんかと誘
さそ

っていることです。

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：市
いち

川
かわ

保
やす

子
こ
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター客
きゃく

員
いん

講
こう

師
し
）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

や質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。「ヤスコの日
に
本
ほん

語
ご
ハウス」という個

こ
人
じん

のホームページを開
ひら

いています。
英
えい

語
ご
の翻

ほん
訳
やく

も付
つ
いていますので、ぜひ活

かつ
用
よう

してください。ホームページのアドレスは、http://homepage3.nifty.com/i-yasu/index.htmです。

15

9．物
もの

忘
わす

れがはげしいと聞
き
いていたが、久

ひさ
しぶりに

会
あ
った父

ちち
は、私

わたし
の名

な
前
まえ

さえ忘
わす

れていた。
＊父

ちち
親
おや

の（ ）が非
ひ
常
じょう

に進
すす

んでいるという
実
じっ

感
かん

を表
あらわ

している。
10．Ａ：おいしそうですね、この魚

さかな
。

Ｂ：油
あぶら

で揚
あ
げてあるので、骨

ほね
まで食

た
べられますよ。

＊この魚
さかな

は骨
ほね

が食
た

べられるほど（ ）
なっているという意

い
味
み
を表

あらわ
している。

11．Ａ：久
ひさ

しぶり。いっしょにお茶
ちゃ

でもどうですか。
Ｂ：ああ、いいですね。
＊「 い っしょに コーヒー か 何

なに
か を 飲

の
み な が ら

話
はな

しませんか」と（ ）いる。

【問
もん
題
だい
の答

こたえ
】

1-肉
にく

、ほかの物
もの

（野
や
菜
さい

など） 2-買
か
わない　3-短

みじか
い、

出
で
られない　4-遅

おそ
くとも　5-少

すく
なく　6-私

わたし
、あなた　

7-普
ふ
段
だん

（他
ほか

の日
ひ
・いつも）、日

にち
曜
よう

日
び

8-非
ひ
常
じょう

に（とても）
9-病

びょう
気
き
（認

にん
知
ち
症
しょう

） 10-柔
やわ

らかく　11-誘
さそ

って

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

市
いち

川
かわ

保
やす

子
こ
（2007）『中

ちゅう
級

きゅう
日
に
本
ほん

語
ご
文
ぶん

法
ぽう

と教
おし

え方
かた

のポイント』
スリーエーネットワーク



Nippon Report
Aren’t you letting clothes go to waste?

このコーナーでは、関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターの日

に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
に参

さん
加
か
している

研
けん
修
しゅう
生
せい
が研

けん
修
しゅう
を通

とお
して発

はっ
見
けん
したNipponについてリポートします。

「研
けん

究
きゅう

者
しゃ
・大

だい
学
がく

院
いん

生
せい

日
に
本
ほん

語
ご
研
けん

修
しゅう
（2ヶ月

げつ
）」のショウ カユさん（中

ちゅう
国
ごく

）は、服
ふく

のリサイクルに

ついて研
けん

究
きゅう

しています。日
に
本
ほん

では、服
ふく

を無
む
駄
だ
（waste）にしないために、どのような

方
ほう

法
ほう

があるのかを知
し
りたいと思

おも
い、いろいろな場

ば
所
しょ

を訪
ほう

問
もん

しました。

第
だい
13回

かい

服
ふく
を無

む
駄

だ
にして

いませんか？

KC研
けん
修
しゅう
生
せい
の

（関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター）Nipponリポート

▽ 服
ふく
や物

もの
のリサイクルについてもっと知

し
りたい人

ひと
は下

した
のURLを見

み
てください。

•このゆびとまれ！エコキッズ（日
に
本
ほん
語
ご
）http://www.eic.or.jp/library/ecokids/

•経
けい
済
ざい
産
さん
業
ぎょう
省
しょう
3R政

せい
策
さく
（日

に
本
ほん
語
ご
／英

えい
語
ご
）http://www.meti.go.jp/policy/recycle/index.html/

•キングファミリー　リサイクルシステム（日
に
本
ほん
語
ご
）http://www.kingfamily.co.jp/recycle/index.html/

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：岡
おか

野
の
祥
しょう

子
こ
・品

しな
川
がわ

直
なお

美
み
（関

かん
西
さい

国
こく

際
さい

センター日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

専
せん

門
もん

員
いん

）リポーター：ショウ カユ（中
ちゅう

国
ごく

）
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アウトレットモール（outlet mall）と古
ふる
着
ぎ
屋
や
（secondhand clothes store）を訪

ほう
問
もん
しました

古
ふる
着
ぎ
を買

か
ってくれる店

みせ
にも行

い
きました。

日
に
本
ほん

では、みんながよく節
せつ

約
やく
（economize）をしています。リサイクルについての考

かんが
え方

かた
も

進
すす

んでいて、服
ふく

だけでなく、いろいろなものを再
さい

利
り
用
よう

していました。中
ちゅう

国
ごく

も、これから
だんだん変

か
わっていくと思

おも
います。物

もの
を無

む
駄
だ
にしないことは大

たい
切
せつ

だと思
おも

いました。

【アウトレットモール】

セールで売
う
れなかったものや、少

すこ
し傷

きず
（a flaw）のあるものなどを

売
う
る店

みせ
です。日

に
本
ほん
のアウトレットモールは大

おお
きくてきれいなところが

多
おお
いです。今

いま
、人

にん
気
き
のある服

ふく
もたくさんありました。

シャトルバスもあって便
べん
利
り
です。

【古
ふる
着
ぎ
屋
や
】

一
いち
度
ど
着
き
て古

ふる
くなった服

ふく
を売

う
る店

みせ
です。たくさんの服

ふく
が

並
なら
べられていて、全

ぜん
部
ぶ
390円

えん
という店

みせ
もありました。

クリーニングしてあるので、安
あん
心
しん
して着

き
ることが

できます。

お店
みせ
で売る服

ふく
と、そうでない

服
ふく
に分

わ
けます（sort out）。

毎
まい
日
にち
400キロから1トンぐらい

の古
ふる
着
ぎ
が集

あつ
まるそうです。

東
とう
南
なん
アジアに輸

ゆ
出
しゅつ
したり、

車
くるま
のクッションの材

ざい
料
りょう

（material）に使
つか
われます。

店
みせ
には、アクセサリーや

かばん、くつ、ゆかた

などもありました。

日
に
本
ほん

の古
ふる

着
ぎ
屋
や
には、子

こ
ども用

よう
から

お年
とし

寄
よ
り用

よう
（the old）の服

ふく
まで

いろいろありました。
それから、ブランド品

ひん
ではなくて、

普
ふ
通
つう

の服
ふく

を買
か
ってくれる店

みせ
も

あるので、便
べん

利
り
だと思いました。




